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オリジナリティ 仮説の設定 方法 予備調査研究 データ 解釈・まとめ

A

生徒自身の疑問に基

づいたオリジナルの

課題設定であり、主

体的にテーマに取り

組んでいる。

研究の目的・課題が

明確に示され、それ

に対する結果の予測

が論理的に行われて

いる。

課題解決を進めるた

めに多角的な検証方

法で研究されてい

る。

予備調査・先行研究

がテーマに合わせて

十分に調べられてお

り、出典・引用元が

明らかである。

研究目的を達成する

ために選択した研究

方法，分析方法を実

施するのに十分適合

する量のデータ・資

料を収集している。

資料や得られたデー

タを図やグラフで分

かりやすくまとめ、

文章により客観的な

説明がなされてい

る。

目的で示された課題

に対する考察が研究

結果にもとづいて明

確に考えられてい

る。

右の評価する３点す

べて適正に行われて

いる。

B

同様の先行研究はあ

るが、研究方法など

に生徒独自の創意工

夫がみられる。

研究の目的・課題が

示されているが、説

明が不十分あるいは

間違っている。研究

範囲が広すぎる。

方法が示されている

が、対象実験がない

など手順が一部適切

でない、あるいは学

校で実施する方法と

して不備がある。

予備調査・先行研究

調査がなされている

が、出典・引用元が

明確でない。

データ・資料を収集

しているが、選択し

た研究方法，分析方

法を実施するのに十

分な量とはいいづら

い。

図やグラフ、説明文

のどれかが不十分で

ある。

研究結果をふまえた

考察としては妥当だ

が、考察に飛躍がみ

られる、目的で示さ

れた課題との関連が

明確でない。

右の評価する点の１

点は適正に行われて

いる。

C

課題設定、研究方

法、仮説等に独自性

や主体性がみられな

い。

研究の目的・課題が

示されていない。仮

説の設定がない、あ

るいはテーマと一致

していない。

仮説を検証する方法

として研究方法が適

切でない。

予備調査・先行研究

調査がなされていな

い、ほとんど見受け

られない。

収集した量のデー

タ・資料では、選択

した研究方法，分析

方法を実施できな

い。

結果が示されている

が、羅列されている

だけであり、説明も

十分でない。

考察が述べられてい

ない、不適切であ

る。

右の評価する点のす

べてが不十分であ

る。

観点 体裁

①グラフや図にタイ

トル・単位等が示し

てある。

②文と文が論理的に

つながっている。

③専門用語が正確に

使用されている。

結果
考察

研究テーマ 計画
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